
施設向け感染症対策指導者研修
意見交換まとめ 令和６年 1 0月 2 4日実施

施設の管理体制
（職員への周知や情報共有など）

～主な意見～ ※一部抜粋しています※

日頃の衛生管理・感染対策

感染症発生時の対応



日頃の感染対策・発生時の対応
予防するためには日頃から何に気を付けたらいいんだろう…

日頃の対策
衛生管理・感染対策

・吐物処理の手順書を処理セットのバケツに入れて
おいたり、紙で貼っています。

・RSウイルス、ヒトメタニューモウイルス等
流行している感染症の症状を貼り出して共有しています。

・ウイルスが流行する時期はマスク着用のお願いを
しています。

・毎朝検温や消化器症状などの確認と記録を実施しています。

感染症発生時の対応
・連携医に相談したり、保護者の同意を取った上で、
オンライン診療を行っています。

・個室対応時、室内に入る回数を減らすために
使い捨て食器を使用しています。

・吐物を拭き取る時は、新聞紙以外にもバスタオルや
古布、ペットシーツを活用しています。

・発生した感染症情報をホワイトボードに書いて
保護者に周知しています。

・早期に区に報告するようにしています。



管理体制（職員への周知・情報共有など）
研修や情報共有ってどんな風に行ったらいいんだろう…

研修実施
・年間スケジュールで吐物処理の研修を
組み込んでいます。

・担当者が資料を作り、会議の時間にテストなどを
して周知しています。

・年に１回手洗い教室を実施しています。
新人職員に教えた後、利用者にも教えています。

訓練実施
・看護師を中心に吐物処理の実技を行っています。
・個別にデモンストレーションをし、説明しています。
・動画やチェックシートを活用しています。

情報共有
・１名でも感染症を疑わせる症状の利用者が
出たら、感染症情報を貼り出しています。

・感染症発生時は放送や朝礼で周知しています。
・アプリを活用し、感染症発生時は速やかに
報告してもらい、適切な対応を取れるように
指示を出しています。

マニュアルの整備
・年に１回（年度初め等に）
マニュアルの確認や見直しを
しています。
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